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佐々木AIRO所長（右）・白木AIRO次長

ており、現地の最新のインフラ状況や各
国の政策動向について、メンバー間で
いつでも気軽に意見を交わせるアット
ホームな雰囲気も兼ね備えています。
熱気あふれるバンコクでの生活では、
昼食時になると、日本人研究員とタイ人
スタッフが連れ立って、オフィス周辺に
ある地元の屋台や市場へ買い出しに出
かけます。お目当ては、ご飯にお好み
のおかず3品を載せた60バーツ（約260
円）ほどのタイの定番お弁当（カオ・ラー
ト・ケーン）です。活気あふれる屋台の
熱気を感じながら「今日のおすすめの
おかずは何か」「どれが辛いか」といっ
たやり取りをしています。もっぱら次長
の富田がスタッフに今日食べるおかずを
取材しているだけかもしれませんが（写
真⑤⑥）。

そして、休憩時間には、地元の美味
しい食べ物情報やバンコクでの生活の
コツ、週末のお出かけスポットなどの情
報交換を行っています。公共交通機関
が発達し、グラブ（Grab）タクシーな
ども捕まえやすいバンコクでは、週末に
繁華街に出かけたり、ゴルフに行くこと
が容易です。こうした日常の買い出しや
食事のひと時、そしてプライベートの充
実から、文化や国籍の垣根を越えて互
いの理解が深まり、チームとしての一体
感が一段と強まっていきます。
このようにAIROでは、皆がそれぞれ
の力を生かしながら、日々の調査研究

から現地政府等とのネットワーク構築ま
で、チーム一体となって業務に取り組ん
でいます。今後もアセアン・インド地域
と日本の架け橋となるべく、メンバー全
員で歩みを進めてまいります。

を成しています。アセアン諸国やインド
の急激な経済成長とインフラ開発の波を
肌で感じるなか、現地の政府関係者、
大学関係者、企業関係者と交流する機
会も増え、事務所は日々活気に包まれ
ています。

こうした環境の中、AIROでは、所長・
研究員6名、現地スタッフ2名の計8名の
駐在メンバーが一体となって調査研究と
情報発信を行っています。研究員それぞ
れの専門分野はP.２・３をご参照いただ
き、ここではAIROの運営を足元から力
強く支える現地スタッフをご紹介します。
まず、ナチャポン（Nachapol）さん、
みんなからは親しみを込めて「アール
（R）くん」と呼ばれています。日本での
ボランティア経験があり、タイ語・英語・
日本語の3ヶ国語を自在に操る通訳スキ
ルはもちろん、ウェブや動画の編集、シ
ンポジウム時の会場調整まで幅広くこな

します。持ち前の器用さと卓越した行動
力でマルチに活躍する、まさに「AIRO
の頼れる実務リーダー」であり、事務所
の業務を円滑に進める上で欠かせない
存在です（写真③）。
次に、ピヤポーン（Piyaporn）さん、

ニックネームは「プン（ミツバチ）」さん
です。日系企業での勤務経験を生かし、
日々のオフィスの経理から管理業務をき
め細やかに支えています。そのニック
ネームの通り、いつもマメにオフィスを
動き回り、にこやかな笑顔で事務所の
空気をいつも和らげてくれる大切な存在
です（写真④）。
お二人とも、AIROにはなくてはなら

ない素晴らしいメンバーです。

オフィスの執務環境は、研究員がそ
れぞれのテーマに基づき、アセアン・イ
ンド地域の運輸・観光政策に関する調
査研究に集中しやすい環境が整えられ

AIROのオフィスは、バンコクの活気
あふれるスクンビットエリアにあります
（写真①②）。最寄りのMRTスクンビット
駅やBTSアソーク駅から歩いてすぐの
「サーミットタワー（Serm-Mit Tower）」
の17階。周囲には大型商業施設「ター
ミナル21」をはじめ、高層ビルやホテ
ルが立ち並び、どこへ移動するにも非
常に便利な環境です。
東南アジアおよび南アジア（アセア

ン・インド地域）の広大なエリアに及ぶ
運輸・観光分野をカバーする拠点とし
て、近年は現地の政府高官や関係機関
との意見交換、ネットワーク構築の機会
が一段と増えています。2025年2月の
フィリピン、9月のインドネシアとの物流
シンポジウム、11月のベトナムとの観
光・人的交流イベント、そして2026年1
月のタイでの鉄道ワークショップなど、
国境を越えた新機軸の活動が次々と形

バンコクから広がるネットワーク

AIROに欠かせない存在

オンもオフも、チーム一丸で
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事 務 所 紹 介

▶写真⑦2026年6月時点のAIROのメンバー
（1列目中央：奥田 前AIRO所長、同左：富田 前AIRO次長）
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